
「３つの創る力」の育成のためには、「単元を

通して発揮させていく意識」が大切です。３つは

切り分けられるものではありませんが、どの力を

発揮させたいかを持って授業を構想することが

大切です。肯定的な子ども観のもと、「発揮させ

る場面」を意図的に作る必要があります。

私の取組

昨年度のプロジェクトの実践から、以下に「Point」として挙げる点が、「３つの創る力」育成のために重

要であるということが見えてきています。まずは、夏休み前までの御自身の授業を振り返ってみましょう。

令和５年７月10日
夏休み前号
掛川市教育委員会
「３つの創る力」育成
プロジェクトチーム３つの創 る力

育成プロジェク トチーム通信

今年度、新たなメンバーを迎え、「３つの創る力」の発揮・育成に向けたプロジェクトチームが動き出して

います。プロジェクトを通して得られた授業改善や研修推進等のヒントをお伝えしていきます。

「３つの創る力」育成のPoint

「３つの創る力」とのつながり（例）
昨年度リーフレットより

□魅力のある「材」

□単元構想

□考えたくなる課題

□子どもたちが話す場   

□ファシリテーター

□振り返り・見通し

※矢印の色の濃さが関係の強さを表しています。

創律力

創合力

創像力

Point

1
単元を通 し て 発揮 させ る

Point

2「 生 き る 力 」 の ア ッ プデー ト

「3つの創る力」の中核には、「確かな学力」や

「豊かな人間性」、「健康と体力」といった「生き

る力」があります。 「3つの創る力」を発揮させ、

育成していく授業は、新しい学力

観のもと、学習指導要領で求め

られている資質・能力を育成し

ていく授業と重なります。

授業を構想するとき、また、授業

を振り返るとき、「３つの創る力」

の視点から見直してみましょう。

右の図のように、授業改善の視

点が、「創像力」「創合力」「創律

力」に、それぞれつながっていきま

す。また、この授業改善の取組は、

静西教育事務所「授業改善メッセ

ージ」とも重なります。

Point

３ 授業改善の視点

夏休み明けの授業準備に向けて
これから、各校で、夏季研修や夏休み明けの授業準備、次年度に向けての話合いなどを行うと思います。

その中で、一人一人ができる「3つの創る力」の発揮・育成に向けた取組を考え、以下に記入しましょう。

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/208988.html 「３つの創る力」についての詳しい資料はこちら

市ホームページ

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/208988.html
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